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「石神井川下流の流路変遷（３）」
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（国土地理院地図／1980年／昭和 55年）

昭和 55年になると、旧流路の屈曲部には、もう川

の記号は消えています。そこに旧河道があったことは、

わずかに等高線の屈曲で推定できるだけです。この時

期の地形図は、家屋の形状や細い道の省略が激しくな

り、戦前の単色地形図よりもはるかに見劣りがします。

この地図からは、旧流路の内側が何なのか、何も読み

取れません。

（国土地理院地図／2015年／平成 27年）

平成 27年の地図では、面目を一新しています。旧

流路は＝＝＝記号（遊歩道）が加えられ、流路の中洲

部分の家屋の数までわかります。この地図だけを見て

も、明らかに河川改修が行われて、流路が変更された

ことがほぼ確実に読図できます。よく見ると屈曲部の

最奥部に「川」の記号も見られます。

（国土地理院航空写真／1948年／昭和 23年）

今度は、航空写真で石神井川下流部の変遷を実感し

ようと思いました。これは戦後間もないころの王子・

滝野川地区で、石神井川は蛇行し、周辺の家屋もまだ

まばらです。

（国土地理院航空写真／1948年／昭和 23年）

現在は王子駅の西側で暗渠化されている石神井川

本流も、まだ王子駅まで地上を流れて京浜東北線線路

をくぐっています。

（国土地理院航空写真／1948年／昭和 23年）

更に上流部を観ても、相当に屈曲部が多く、石神井

川下流部は蛇行が激しい川だったとよくわかります。


